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平成26年度第2回巡検会「御所浦地域の地質」報告

藤澤聖史＊

はじめに

熊本県天草市御所浦町は不知火海の西部に位臓

し、大小18の島々からなる．これまで御所油地

域は，天草御所浦ジオパークとして日本ジオパー

クに認定されていたが，2014年8月28日に，

御所浦を含めた天草地域全域が｢天草ジオパーク」

として日本ジオパークに認定された．以前から御

所浦島は「恐竜の島｣，「化石の島」として全国か

ら注目を集めてきたが，今後も，天草全域に範囲

を広げ，多様な地質と文化に触れることができる

地域として，さらに注目を集めることが予想され

る．

今回，このジオパークの中心である御所浦地域

の地質について知見を広げ，最新の情報に触れる

ことを目的として.2014年8月30～31日に

熊本県天草市御所浦町において平成26年第2回

巡検会が行われた．案内者は，鶴田孝三校長先生

と村･本雄一郎先生であり，現地では棚|所浦白亜紀

資料館学芸員の職瀬浩司先生にもご案内いただい

た．本稿では，この巡検会の概襲を柵告するとと

もに，観察地点の地質や化石について紹介する．

御所浦地域の地質概要

御所浦地域の地質概要を簡単に述べる．御所流

地域は，一番大きな御所浦島の周辺に大小いくつ

かの島が点在する．今回は，御所浦島，前島，牧

島を中心に巡検を行った（図1).

御所浦島の北東部には白亜紀前期の前島花間閃

緑岩が分布する（図2)．また，御所浦屑群（白

亜紀中頃),姫浦屑群（白亜紀後期).弥勅屑群（古
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図1巡検ルート（巡検資料より転戦）
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図2御所浦地域の地質(松本.1938:天野.1960:塚脇、
1995:鵡村・塚脇.1997:Komalsu.1999:大塚.2001
に基づき作成)．

第三紀始新世，約5000万年前）がいずれも不整

合関係で分布し，弥勤層群の上位には本渡層群

(古第三紀始新世，約4700万年前）が挫合関係

で重なる（例えば松本，1938；天野.I960:塚

脇,1995；嶋村・塚脇.1997:Komalsu.1999',

KomatsuandMaeda.2005など).
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図6アンモナイト（ユーパキディスカス）図4リュウグウオキナエビス．

観察地点解説
常設展では，白亜紀後期に生息したオルニトミ

ムス科の「ストウルテイオミムス」やジュラ紀後

期に生息していた「ステゴザウルス」の全身複製

骨格化石などが展示されていた．

1．御所浦白亜紀資料館(STOP1)

1日目の午前中に白亜紀資料館を見学した．常

設展に加えて特別展「貝の世界」を見学すること

ができた．まず，資料館には恐竜絵画コンテスト

の作品が掲示されており，迫力ある絵画や色彩に

工夫を凝らした絵画に魅了された．

特別展では，「シイノミミミガイ」と呼ばれる

県の絶滅危倶IB類に指定されている巻貝が飼育

展示されていた（図3)．大きさはl～2cm程

度で，満潮線あたりに生息する．

約5億年前に出現し，生きた化石と呼ばれるオ

キナエビス類（巻貝）は，殻口にスリット（切れ

込み）が入っており赤やオレンジ系統の棋様をし

ている(図4)．中でも「リュウグウオキナエビス」

は高価であるという．

2．ニガキ化石公園(STOP2)

「ニガキ｣とは地名のことを指す.この公園には，

御所浦島東部の嵐口崎などから運んできた貝化石

屑を含む岩塊があった（図5)．「プテロトリゴニ

ア」などを含む化石層で，貝殻の凹凸の向きから

図5の右側が堆積の場では上であることが理解で

きた．この化石層はストーム堆積物で，当時，ス

トーム（嵐）によって浅海の海底が削られ，生息

していた貝類の貝殻が洗い出されてたまったもの

である．
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図7スフェノセラムスの化石． |繋'10イノセラムスの壁．
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図11恐竜の足跡化石（レプリカ).図8イノセラムス・エゾエンシス．
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図12恐竜化石発見地図9砂岩のノジュールに含まれるアンモナイト

3．アンモナイト館,スフエノセラムスの壁(STOP

3，4）

牧島のアンモナイト館の地下の階段を下りる

と，泥岩の表面に天草市天然記念物に指定されて

いるアンモナイトE叩αcノリxliscussp.が見られた

(図6)．この場所は，以前は海岸であったが，ア

ンモナイトを含む箇所を保護するように建てられ

たものである．この辺りには，姫澗屑群樋の島層

と弥勅層群赤崎層が分布しており，アンモナイト

館のアンモナイトは姫浦層群に見られる．周辺に
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はこの2つの地層の不整合而があるが，海岸の砂

喋に覆われたり家屋の後ろであったりして不整合

面を観察することはできなかった．

STOP4では，姫浦層群樋の島厨の層理面が露

出しており,二枚貝恥ﾙe"o“、ﾉ""ぷ""""α""/の他，

生痕化石を露頭の至る所で観察することができた

(図7）．

4．前島のイノセラムス，アンモナイト化石層

(STOP5)

前島の西側にはｸIE浦肘群が分布する．西側の

海岸沿いを歩いて行くと，泥岩からイノセラムス

類（図8）やアンモナイト類の化石（図9）を見

つけることができた．前島の北部にはイノセラム

スの壁（図10)と呼ばれる化石脳があり，イノ

セラムス・エゾエンシスやアンモナイト（ユーパ

キディスカス）の一部，ウニの化石などを観察す

ることができた．

5．恐竜の足跡化石(STOP6)

2日目は，クルージングで島を一周しながら巡

検会を行った．弁天島には，肉食恐竜の足跡化石

のレプリカが設慨されていた（図II)．実物は，

波による浸食を防ぐために資料館に展示してあ

る．足跡の形や大きさから5m前後の恐竜の右

足跡だと推測されている（菊池ほか.1997)．こ

の海岸には､御所浦層群唐木崎層が露出しており，

連続性の悪い砂岩と泥岩の互層が見られる．この

〃‘】
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地層は、平地部から海浜付近の河川流入部近くの

堆積相を示している（田代，2004)．

6．恐竜化石が発見された京泊海岸(STOP7)

天草で初めて恐竜化石が発見された場所である

(図12)．この京泊海岸には主に泥岩や砂岩、淘

汰の悪い泥質砂岩から成る御所浦屑群唐木崎層が

分布する．発見された化石は，植物食恐竜で，長

さ40cmで両端の関節部分が失われた腔骨とみ

られている（菊池ほか，1997)．今回は，桟橋に

蜂の巣がかかっており船上からの見学となった．

7．採石場跡地(STOP8)

以前，採石を行っていた場所で，高さ100m

にもなる大きな鮪頭が見られる．この露頭には，

御所浦層群江の口層上部（雁の鼻部層）が分布す

る．露頭の左側部分に逆断層，右側部分に正断層

が見られる．

上陸し，この露頭付近で化石採取を行った．二

枚貝のククレア（図13）やゴショライア（図

14.御所浦にちなんで名付けられたもの）など

の化石の他，三角貝などの化石を採集することが

できた．

8．白亜紀の壁(STOP9)

パンフレットなど様々な印刷物にも掲載されて

いるので，ご存じの方も多いであろう．ここも船

上からの観察となった．巨大な露頭の上部に比較

0 2 3 4

図11ゴショライア．
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図15白亜紀の壁．

的厚い砂岩屑が確認される（図15).この~上側は

海成相の御所浦層群江の口隔である．下部は御所

浦層群烏帽子層で，写真では分かりにくいが，赤

色や緑灰色からなる層は氾淵原の堆積物で，白色

のアルコース砂岩は河川堆職物，黒色の畷は河口

付近（干潟）の堆積物である．

おわりに

今回の巡検会は参加者が7名と少なかったが，

適宜情報交換を行うことができ有意義なものであ

った．私自身，小学校に勤めているが，この御所

浦地域の地闘や化石を教材化することの亜要性を

改めて感じた．

それは，御所浦のようにたくさんの化石を確認

できる場所は県内でも限られており，実|際の化石

を目の前に学習すれば，子ども達は目を輝かせる

だろうと感じたからである．また，教材化するこ

とで，御所浦の地質学的意縦が見直され，将来に

わたって御所浦をはじめとする天草地域を誇りに

思う子ども達が育っていくのではないかと思っ

た．

御所流地域だけでなく，我々の身近には地学教

材が眠っている．そこを発掘,教材化することが，

｢自然から学ぶ」という理科教育の原点になると

改めて感じた巡検会であった．

今回，お忙しい中にたくさんの資料を用意して

詳しく説明していただいた御所浦白亜紀黄料館の

騰瀬浩司先生に感謝を申し上げる．
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